
 

 

 

 

 

 

 

3学期始業式 校長の話 
お正月、家族とのんびりしていたところ、

突然入ってきた地震や事故のニュースに驚き

ました。今こうしている中でも苦しまれてい

る方、そうした方を救おうとしている方がい

ます。被害に合われた方々のことを思うと、

皆さんと３学期の始業式が迎えられることを

ありがたく思います。1 日でも早くいつもの

生活が戻ってくることを願っています。 

 

みなさんの初夢は何でしたか。2024 年の

最初にどんな目標を立てましたか。 昨年大

活躍だった大谷翔平選手は、小学校３年生の

頃から「プロ野球選手になりたい」と夢をも

ち、練習に励んだそうです。そして大谷選手

が、夢を実現させるために「目標達成シート」

を活用していたことは有名です。５年生、６年

生は教科書に載っているので、道徳の時間に

学習しましたね。縦９マス×横９マスの８１マ

スの真ん中に一番叶えたい「ドラフト 1位８球

団」というプロ野球選手になるという夢を書

き、その周りにはその夢を叶えるために、「体

づくり」「コントロール」「スピード１６０k/ｈ」な

どの８つの目標をあげて、それらを達成する

ために何をすればよいか、さらに細かく８つ

のやるべきことが書かれています。大谷選手

はそれらのひとつひとつと向き合い、納得す

るまで取り組みました。大谷選手は、突然す

ごい才能を獲得したのではありません。夢に

向かって努力を重ねたから、憧れのプロ野球

選手になり大活躍できたのだと思います。 
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大谷選手の「目標達成シート」をよく見

てみると、意外なことに気付きます。プロ

野球選手になるためですから、野球の技術

を磨いたり、体を鍛えたりすることが書か

れているだろうと思いがちです。でも、大

谷選手が努力したのはそれだけではあり

ません。マスの中には、「あいさつ」「ゴミ拾

い」「部屋そうじ」「礼儀」など、一見野球と

は関係がないこと、私たちでもやれるこ

と、やっていることがたくさん入っている

のです。それらの中には、「クローバー運

動」や「見つけタイム」、読書などとして、袋

井南小でも大事にしていることが入って

います。「思いやり」「継続力」は、校訓の中

の「仲よく」「根気よく」にもつながっていま

すね。私たちの生活の中の様々なところに

自分を成長させてくれる、夢を実現させて

くれる鍵があるのです。 

 

 

今年は辰年。辰年には、「力あふれる年」

「活気あふれる年」の意味があります。さら

に、努力が実る年ともいわれています。

2024 年には、より高い目標に向かって

挑戦している大谷選手のように、南っ子の

皆さんも、夢や目標に向かって確実にトラ

イする 2024年にしていきましょう。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

大谷グローブを手にする子供たち 

◆ホームページで、 
学校生活の様子を紹介しています！ 

袋井南小 

1月 19日（金）昼休みに大谷翔平選手からの

グローブ開梱セレモニーを行いました。 

「セレモニーに立ち合いたい人は、けやき広場

へ来てください」という南っ子ニュース委員会

の放送があると、子供たちは、大興奮！たくさ

んの子供たちがけやき広場に集まりました。  

スポーツ委員会の委員長と副委員長を中心

にした「１０、９、８・・・」のカウントダウンとともに

開梱すると、大きな歓声が上がりました。 

転出（転校）予定の方は早めにお知らせください 

仕事の関係や転居を理由に本校を転出（転校）する予定の方がいらっ

しゃいましたら、分かった時点で担任にお知らせください。 

＊詳しい住所・日付等が決まっていなくても構いませんので、まずは第

一報として、お知らせください。 

 

平和学習 被爆体験講話～広島の被爆体験伝承者から学ぶ～ 

どうやってこのグローブを使うかアイデア

を募集した「大谷ボックス」には、様々なアイ

デアが投函されています。 

まずは、各クラス順番に１日ごと、グロー

ブをリレーしていきます。楽しみですね。 

 

事前に６年生は、袋井市からお借りした

冊子「原爆と人間」を使って学習をしていた

ため、より心に刻まれる学習になったと感

じています。 

世界には、戦争が続き、尊い命が失われ

ている現状があります。今の自分には何が

できるかを考えていくことができるよう今 

後も子供たちに投げ掛けていきます。 

 

袋井市の平和学習として、１月 26日（金）に

６年生児童が、南コミュニティセンター大ホール

をお借りして被爆体験講話をお聞きする機会を

もちました。講師には、被爆体験伝承者の中濱

慶子さん（広島より）をお招きし、原爆の悲惨さ

や平和への思いなどを伺い、「真の平和とは」

「命の大切さ」などについて考えました。そして

最後に講師の方からは、平和を語り継ぐ大切な

役割を託されました。 

 


